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平成27年度　第5回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成27年10月23日（金）18:00～19:30
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長・綾委員・石田委員・小笠原委員・下村委員・曽和委員・田中委員　計7名

　（欠席：多々納委員・田中丸委員・福田委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 二級河川芦田川水系河川整備計画について
(2) 二級河川王子川水系河川整備計画について
○芦田川水門地点では、レベル1（L1）津波に比べ、レベル2（L2）津波の遡上高の方が低くなっていることについて説明してもらいたい。
●L1津波については、防潮堤や水門で津波が全て反射し、陸上部に遡上しないという条件下において算定していることから、津波高が高くなっている。一方、L2津波については、地震に伴い沈下した防潮堤高や水門の止水高を設定し、越流する現象も考慮した状態で津波高を算定している。芦田川水門地点では、このような理由により、逆転現象が生じたものである。
○浜寺水路の南北方向からそれぞれ津波が流入し、衝突することになると思うが、この現象についても考慮されているのか。また、浜寺水路では津波高を計算しているのか。
●浜寺水路での南北方向からの津波の回り込みについては考慮しており、芦田川河口付近でそれらが衝突し、津波高は高くなっている。また、浜寺水路では数地点で津波高を計算しているが、水門の耐津波照査に用いているのは、水門直下流地点の津波高である。
○芦田川水系において、外来種への対策についての記載があるが、現状で具体的な問題が顕在化しているのか確認をしておくこと。また、国の直轄管理河川でも今、外来種の侵入を防止する取組みを進めているところである。両水系に限らず、問題が顕在化していなくても、大阪府の外来種対策の方針を計画に記載しておくべきではないか。外来種については、侵入に対して適切な維持管理を行うとともに、河川敷にアドプト・リバー・プログラム等で花き類を栽培する場合でも、在来種を選定してもらうよう、行政からも指導をすべきではないか。
○両水系に生息する動植物の種類について確認しておくこと。
○芦田川水系における、自然環境の項目で「サクラ」だけが科名で記載されているが、他の植生と同様に種目で記載できないか。
○王子川水系において、治水に関する項目中に、臭気防止に関する記載があるので削除すること。
○芦田川水系において、本文中に管理用通路の整備に関する記載があるが、断面図上には管理用通路の位置が明記されていないので、追記しておくこと。
○その他、河川整備計画の本文と表の記載について一部確認及び修正すること。
○芦田川水系及び王子川水系河川整備計画（変更原案）について、委員の意見を踏まえて修正を行い、住民意見聴取に進むこと。



(1) 二級河川芦田川水系河川整備計画について


　・河川整備計画（変更原案）について、委員の意見を踏まえて修正を行い、住民意見聴取に進むこと。





(2) 二級河川王子川水系河川整備計画について


　・河川整備計画（変更原案）について、委員の意見を踏まえて修正を行い、住民意見聴取に進むこと。
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